戦意高揚紙芝居コレクションにみる戦時下用語 －「用語編」その10 by 原田 広 & ハラダ ヒロシ
はじめに























































果たした 1890（明治 23）年 10 月 30 日「教育勅語」、
1908（明治 41）年 10 月 13 日「戊申詔書」を経て、昭
和前半期の『国体の本義』『臣民の道』へと至る約 70
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南洋神社・建国神廟の建立など神道の海外進出が促進さ
れた。〈紀元2600年（皇紀2600年）〉とは、干支の辛
酉年（60 年）ごとに革命が起こり、1260 年（21 周期）
ごとに大変革があるという中国の讖緯説によって描か
れた『日本書紀』の記述（紀元前 660 年に神武天皇が
橿原宮で即位）に基づく。明治政府は、1872 年 12 月（明
治 5 年 11 月）の太陽暦採用に続く「神武天皇御即位ヲ
以テ紀元ト定」める布告によって、“ 明治 6 年＝神武天







































































































































































が、1935 年 2 月の天皇機関説事件から国体明徴声明（第



















































































































1941.08 は、「幾度か我が上に / 試練の嵐哮るとも / 断
乎と守れその正義 / 進まむ道は一つのみ / 嗚呼悠遠の神





































には “ 天皇の統治する国土 ” を強調する直接性のニュア






































上記の 1937 年 3 月 27 日授業要目改正、同年の『国体










体の本義』の刊行、1941 年「国民学校」の開設 “ 以降 ”
図４　風薫る
43




































































































































































































第 4 輯　八紘一宇の精神』（1937 年 11 月）、第 2 次近
衛内閣の 1940 年 7 月 26 日閣議決定「基本国策要綱」、
同年 9 月 27 日「日独伊三国軍事同盟締結における詔書」
など、政府の公式文書においても頻繁に使用されること
になった。戦時下に流行した「愛国行進曲」（1937 年















































には、本稿冒頭に紹介した 1869（明治 2）年 2 月 3 日「京
都府下人民告諭大意」が帯びていた王政復古の古色性は、
もはや完全にといってよいほど払拭されている。我が国
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